
 

ああ
とと  

二二
年年
足足
らら
ずず
でで  

学学
校校
がが
無無
くく
なな
っっ
ちち
ゃゃ
うう  

連
谷
小
学
校
は
明
治
五
年
、
身
平
橋
村

白
山
神
社
に
第
二
十
八
番
小
学
身
平
橋

学
校
と
し
て
開
校
。
そ
の
後
、
四
谷
学
校
、

谷
合
学
校
な
ど
と
改
称
、
明
治
三
十
二
年
、

連
谷
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
十
二
年
に
現

在
の
連
谷
小
学
校
と
な
っ
た
。 

 

開
校
百
四
十
四
年
間
地
域
と
共
に
幾

多
の
変
遷
を
刻
み
、
地
域
の
核
を
担
っ
た

小
学
校
も
時
勢
の
波
に
打
ち
勝
て
ず
、
本

年
四
名
、
閉
校
時
に
は
三
名
の
児
童
と
な

り
、
閉
校
と
な
る
。 

新
城
市
北
部
地
域
に
お
け
る
本
校
、
海

老
小
、
鳳
来
西
小
、
鳳
来
寺
小
の
四
校
が

統
合
、
平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
「
新
城

市
立
鳳
来
寺
小
学
校
」
と
し
て
発
足
す
る
。 

 

往
時
を
思
え
ば
全
校
児
童
百
六
～
七

十
名
が
字
別
に
分
か
れ
徒
競
争
、
騎
馬
戦
、

ま
た
、
連
合
対
四
谷
の
二
つ
に
分
か
れ
た

綱
引
き
、
帽
子
取
り
、
玉
入
れ
等
々
、
華

や
か
に
競
っ
た
こ
と
な
ど
が
偲
ば
れ
る
。 

 

学
校
建
設
、
改
築
、
寄
贈
な
ど
諸
事
業

に
お
い
て
も
地
域
住
民
、
各
自
が
率
先
し

て
用
地
・
資
材

提
供
、
労
力
奉

仕
な
ど
惜
し

み
な
く
尽
く

し
、
誉
れ
高
い

「
連
谷
魂
」
を
確
立
し
た
。
地
域
ぐ
る
み

の
絆
は
地
域
の
宝
、
新
城
市
、
愛
知
県
の

顔
と
し
て
知
名
度
を
挙
げ
た
「
四
谷
の
千

枚
田
」
の
保
全
継
承
が
最
も
の
証
で
も
あ

る
。
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

町
村
合
併
、
機
構
改
革
等
、
都
市
中
心

型
の
行
政
の
あ
お
り
を
受
け
、
各
種
公
共

機
関(

農
協
支
所
、
消
防
詰
所
、
保
育
園)

が
次
々
と
消
え
て
無
く
な
っ
た
。
確
か
に

少
子
化
で
人
口
密
度
は
低
迷
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
が
人
の
暮
ら
す
原
点(

田

舎)

を
物
の
尺
度
で
判
断
す
る
こ
と
は
い

か
が
な
こ
と
か
と
思
う
が
・
・
・
間
違
い

で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
後

の
核
と
し
て
の
学
校
が
無
く
な
る
こ
と

は
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。 

閉
校
に
向
け
て 

 

閉
校
に
向
け
て
記
念
事
業
実
行
委
員

会
が
組
織
さ
れ
、
閉
校
に
向
け
て
の
事
業

検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

実
行
委
員
の
紹
介 

○
委 

員 

長 

夏
目
宏
一(

四
谷
区
長) 

○
副
委
員
長 

前
澤
昭
一(

連
合
区
長) 

○
記
念
誌
部
会 

・
小
山
舜
二 

丸
山
惇

志 

村
雲
伸
一 

山
本 

忍 

○
記
念
式
典
部
会 

・
小
山
泰
弘 

古
田

久
夫 

内
藤 

勲 
 

○
記
念
行
事
部
会 

・
原
田
英
寿 

林 

義
明 

小
山
典
生 

○
庶
務
会
計
・
斎
藤
美
佐
男 

竹
内
信
彦 

金
子
紗
和 

校
区
の
皆
さ
ん
に
お
願
い 

 

百
四
十
余
年
、
校
区
の
住
民
と
共
に
歩

ん
だ
連
谷
地
区
・
小
学
校
の
変
遷
を
ふ
ん

だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
閉
校
記
念
誌
を
発

行
し
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。 

例;

「
俺
ん
と
う
が
入
学
し
た
時
は
皆

ん
な
着
物
だ
っ
た
」
と
か
、
「
女
の
子
は

丸
髷
だ
っ
た
」。「
女
の
先
生
は
モ
ン
ペ
だ

っ
た
」
。「
給
食
は
ク
ジ
ラ
や
脱
脂
粉
乳
だ

っ
た
」
等
々
、
時
代
を
思
い
起
こ
す
よ
う

な
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
(

舜)

ま
で 

  

               

千
枚
田
は
い
つ
見
て
も
見
飽
き
な
い 

 

四
季
折
々
、
春
夏
秋
冬
、
訪
れ
る
人
々

に
油
断
な
く
癒
し
を
提
供
し
続
け
て
い

る
。
二
十
三
年
前
、
十
年
前
ま
で
は
先
祖

の
遺
産
と
し
て
「
あ
る
も
ん
で
、
作
ら
に

ゃ
あ
、
し
ょ
ん
な
い
」
の
思
い
が
年
間
二

万
人
も
「
タ
ダ
」
で
観
に
来
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
む
ん
で
、
あ
ん
ま
り
「
ぶ

し
ょ
っ
た
い
」
姿
を
見
せ
る
わ
け
に
も
い

か
ん
ち
ゅ
う
百
姓
の
気
持
ち
で
、
嫌
々
な

が
ら
も
年
に
六
～
七
回
も
畔
草
刈
り
を

せ
と
る
・
・
わ
し
も
あ
ん
た
も
毎
日
「
草

刈
太
郎
」
だ
の
ん
。 

 

大
勢
来
る
が
、
「
大
変
だ
ネ
ェ
」
と
は

た
ま
に
ゃ
あ
聞
く
が
、
「
手
伝
う
」
ち
ゅ

う
こ
と
は
一
回
も
聞
い
た
事
は
な
い
が
、

あ
ん
た
、
あ
る
か
ん
。# $ @ 

¢
£
 

                 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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野
外
宿
泊
体
験
学
習 

七
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
の
二
日

間
、
鳳
来
寺
小
・
海
老
小
・
連
谷
小
の
三

年
生
以
上
の
児
童
三
十
名
に
よ
る
、
野
外

宿
泊
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
連
谷
小
が
担
当
校
で
あ
り
、
本

校
周
辺
に
お
い
て
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

午
前
中
は
、
千
枚
田
を
守
る
会
会
長
の

小
山
舜
二
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
千

枚
田
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

千
枚
田
の
歴
史
、
そ
こ
に
生
息
す
る
生

き
物
、
人
々
の
努
力
等
々
、
小
山
さ
ん
の

実
践
に
基
づ
い
た
豊
富
な
知
識
に
、
子
供

達
も
先
生
達
も
聞
き
入
り
ま
し
た
。
千
枚

田
最
上
端
の
ふ
れ
あ
い
広
場
ま
で
約
二

時
間
、
猛
暑
の
中
を
元
気
よ
く
歩
き
き
り

ま
し
た
。 

 

全
国
に
誇
れ
る
鳳
来
地
区
の
千
枚
田
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
し
っ
か
り
と
刻
ま

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

二
日
目
は
連
谷
明
老
ク
ラ
ブ
の
方
々
を

講
師
に
伝
承
遊
び
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

昔
の
遊
び(

あ
や
と
り
・
お
手
玉
遊
び
・

折
り
紙
遊
び
・
紙
飛
行
機
作
り
・
輪
回

し
・
竹
と
ん
ぼ)

を
明
老
ク
ラ
ブ
の
方
々

と
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
工
夫
し
て
遊

ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

〈
連
谷
小
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
転
載
〉  

納 

涼 

盆 

踊 

り 

八
月
九
日 

(

土)

、
連
谷
公
民
館
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の
盆
踊
り
が
連
谷
小

学
校
体
育
館
で
開
か
れ
た
。 

 

当
日
は
台
風
十
一
号
が
四
国
へ
上
陸

し
よ
う
か
、
ど
う
せ
よ
う
か
迷
っ
て
い
る

最
中
、
三
重
県
で
は
東
海
地
方
初
め
て
の

大
雨
特
別
警
報
が
発
令
。
で
も
、
今
の
と

こ
ろ
傘
は
い
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。 

 

参
加
者
に
は
「
く
じ
引
き
」、「
金
魚
す

く
い
」
ま
た
、
焼
き
肉
、
焼
そ
ば
も
大
人

気
で
あ
っ
た
。
手
踊
り
は
「
音
頭
だ
し
」

の
地
唄
に
踊
り
手
が
「
返
す
」
昔
な
が
ら

の
盆
踊
り
で
、
住
民
、
児
童
は
も
と
よ
り

中
・
高
校
生
も
参
加
、
伝
承
を
交
え
た
楽

し
い
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
。 

伝
承
行
事
「
念
仏
踊
り
」 

 

身
平
橋
組
に
伝
わ
る
盆
行
事
「
念
仏
踊

り
」
は
、
室
町
時
代
頃
に
発
祥
し
た
と
云

わ
れ
る
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
盆

踊
り
で
、
中
老
衆
の
「
四
遍
念
仏
」
と
若

い
衆
の
「
は
ね
込
み
」
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
精
霊
供
養
の
盆
行
事
で
あ
る
。 

八
月
十
三
日
に
は
海
源
寺
で
本
尊
様
の

供
養
を
行
い
、
翌
十
四
日
に
は
小
山
孝
夫

(

初
盆)

宅
の
庭
受
け
で
行
わ
れ
た
。 

 

最
大
の
見
せ
場
で
あ
る
「
は
ね
こ
み
」

は
「
提
げ
太
鼓
」
と
別
称
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
下
駄
履
き
に
そ
ろ
い
の
浴
衣
姿
の

若
い
衆
が
笛
の
拍
子
、
鉦
の
音
に
合
わ
せ

片
手
に
太
鼓
を
提
げ
、
片
手
に
バ
チ
で
、

太
鼓
の
皮
と
縁
を
交
互
に
打
ち
鳴
ら
し

な
が
ら
は
ね
込
む
演
技
は
勇
壮
で
感
動

的
で
あ
る
。 

 

手
踊
り
は
、
お
施
主
か
ら
酒
や
肴
な
ど

の
接
待
を
受
け
、
若
い
衆
や
中
老
衆
の
音

頭
出
し
で
老
若
男
女
が
入
り
交
じ
っ
て

先
祖
供
養
を
し
た
。 

                

引
き
庭
は
、
「
笛
」
を
合
図
に
入
り
庭

同
様
、
「
は
ね
込
み
」
を
行
い
、
輪
づ
く

り
を
し
て
高
張
り
を
持
っ
た
若
い
衆
を

先
頭
に
、
中
老
衆
、
若
い
衆
と
列
を
整
え

て
初
盆
宅
の
親
戚
縁
者
が
見
送
る
中
、
庭

か
ら
粛
々
と
引
く
そ
の
様
は
譬
え
よ
う

の
な
い
ほ
ど
、
寂
し
さ
を
感
じ
た
。 

今
後
の
予
定 

・
八
月
十
九
日
、
テ
レ
ビ
東
京
取
材 

・
八
月
三
十
一
日
、
鳳
来
寺
山
自
然
科
学

博
物
館
主
催
「
生
き
も
の
・
地
形
地
質
」 

    

行 
 

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 
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文  
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舜 

二 


